
政
府
は
先
ご
ろ
、
２
０
２
１
年

度
か
ら
5

年
間
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
基
本
方
針
を
示
す
「
第
５
次
社

会
資
本
整
備
重
点
計
画
」
を
決
定

し
た
。
社
会
資
本
整
備
は
国
民
が

「
真
の
豊
か
さ
」
を
実
感
で
き
る

社
会
を
構
築
す
る
た
め
の
も
の
だ

が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
思
い
出
さ

れ
る
の
が
民
主
党
政
権
時
代
の

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」

だ
。
社
会
資
本
整
備
を
悪
と
決
め

つ
け
、
ダ
ム
事
業
な
ど
を
凍
結
し

た
も
の
の
、
現
実
に
は
そ
の
後
、

必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
現
実

社
会
に
基
づ
か
な
い
民
主
党
政
権

だ
っ
た
が
、
そ
の
政
権
で
主
要
な

役
回
り
を
し
た
の
が
、
立
憲
民
主

党
の
枝
野
代
表
だ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
回
の
計
画
で
は
短
期
的
な
目

標
と
し
て
、
従
前
の
「
防
災
・
減

災
」
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
」
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

形
成
」
「
経
済
成
長
を
支
え
る
基

盤
整
備
」
と
い
う
４
つ
に
、
新
た

に
「
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
」
と
「
脱
炭
素
化
」
と

い
う
２
つ
の
目
標
を
加
え
て
い

る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
自
然
災
害
や
人
口

減
少
等
に
よ
る
地
域
社
会
の
変

化
、
国
内
外
の
経
済
状
況
の
変

化
、
加
速
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
加
速
、

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た

動
き
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
に
加
え
、
「
デ

ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
国
内
回
帰
、
地
方
移

住
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
東
京
一

場
ダ
ム
の
有
効
貯
水
量
は
9

千
万

立
方
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
る
が
、
急

激
な
降
水
が
そ
の
ま
ま
利
根
川
の

下
流
域
に
流
れ
こ
ま
な
か
っ
た
の

は
試
験
湛
水
中
の
八
ッ
場
ダ
ム

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
一
方
、
民
主
党
政

権
と
熊
本
県
の
蒲
島
郁
夫
知
事
が

中
止
し
た
川
辺
川
ダ
ム
は
、
２

０
２
０
年
の
豪
雨
被
害
を
受
け

て
、
見
直
し
が
始
ま
っ
た
。
当

初
の
ダ
ム
と
は
異
な
る
形
に
な

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
短
絡

的
に
社
会
資
本
整
備
を
中
止
し
た

民
主
党
政
権
の
負
の
遺
産
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

枝
野
氏
は
「
私
に
は
経
験
と
教

訓
が
あ
る
」
な
ど
と
口
に
し
て
い

る
が
、
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方

を
含
め
て
い
っ
た
い
ど
ん
な
教
訓

を
学
ん
で
い
る
の
か
。
社
会
資
本

整
備
は
、
今
後
の
国
づ
く
り
を
す

る
上
で
重
要
な
テ
ー
マ
だ
。
現
実

的
な
政
治
を
す
る
と
い
う
が
、
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
社
会
資
本
を
整

備
し
て
い
く
の
か
、
未
だ
示
し
て

い
な
い
。

極
集
中
リ
ス
ク
の
認
識
拡
大
」
と

い
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
変
化
な
ど
多
く
の
課

題
が
顕
在
化
し
た
た
め
だ
。
今
回

の
計
画
で
も
、
流
域
治
水
等
の
推

進
や
災
害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
計
画
的
な
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
推
進
、
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
地
球

温
暖
化
対
策
な
ど
目
標
に
沿
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
の
展
開
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
今
後

の
日
本
社
会
を
構
築
す
る
上
で
重

要
な
政
策
で
あ
り
、
社
会
資
本
整

備
は
立
ち
止
ま
る
と
、
後
に
な
っ

て
そ
の
影
響
が
出
か
ね
な
い
。
次

世
代
に
ど
の
よ
う
な
国
土
を
残
す

の
か
、
問
わ
れ
る
の
は
現
役
世
代

の
責
任
だ
。

民
主
党
政
権
は
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
人
へ
」
を
合
い
言
葉
に
、

群
馬
県
の
八
ッ
場
ダ
ム
と
熊
本
県

の
川
辺
川
ダ
ム
の
建
設
を
中
止
し

た
。
八
ッ
場
ダ
ム
は
そ
の
後
、
中

止
が
撤
回
さ
れ
た
が
、
２
０
１
９

年
の
台
風
19

号
で
は
、
や
っ
と

試
験
湛
水
中
だ
っ
た
同
ダ
ム
の
水

位
は
満
水
位
に
近
づ
い
た
。
八
ッ


